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Japan: 
Automatische Übersetzung aus der Geschichte:

Wie konntest Du nur? 

Von Jim Willis.

Die Übersetzung ist ohne Gewähr auf die Richtigkeit der Übersetzung!
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エラーなしで自動翻訳！ 

ジムウィリス、私は非常に価値が熟考を見つけるのテキスト： 
  
なんてことをしでかしてくれたんだ。/よくもそんなことができたな。/どうやってできたの？私は子猫が、私は私の周りを実行すると、笑ってとあなたを楽しませた。あなたは私が"あなたの赤ちゃん"は、いえ、私はいくつかの装身具"は"私はあなたの親友です殺すと呼ばれる。たびに私は何かを、""あなたは警告指を持ち上げて言った、"どうして？！"しかし、あなたはすでに戻ってくる優しくされ、近くにあなたに私をプッシュして採用した。あなたはとても多くの研究で学ぶようにする、もちろんいたが、あなたは私のために少し時間を過ごしました。しかし、私はいつも、知って、私のボールでプレイ。 
  
私はすべての夜を私はあなたのベッドの中で非常に近くにくるまった私を覚えて、生活は完璧だった。その後、再び周り私と一緒にロンピング、私たちは一緒にバルコニーで日光浴を楽しんだ。ご朝食からはいつも私のために何ハム、"あまりにもあまりないから、猫に有害なていた！"あなたが家に仕事から帰ってくるまで私は眠っていた。 
  
少しずつあなたは私と一緒に"キャリア"をを作るよりも仕事で多くの時間を過ごした。その後、遠くの男性パートナーを満たすためにされた。私はいつも辛抱強くあなたのために、すべての失恋とを慰め、私の足を待っていた彼の顔から涙をpawed。そして、私は喜んでするときに最後の"あなたの"パートナーを発見された。ない猫の友人が、私はあなたの選択を尊重しながら。あなたは幸せだったので、私は幸せだった！ 
  
次に、1つの後に子供が生まれた。私はあなたと興奮を共有した。私は甘いの子私は母にすると思った魅了されました。しかし、あなたとあなたのパートナーは、私が子供を傷つけると考え、それがすべてで傷つけることができます。だから私も大きく、美しい部屋から出てロックされていた。長い時間私はできませんでしたあなたのベッドで。私は、子供を愛し、愛の囚人"でした。彼らが成長し始め、私は彼女の友人だった。彼らは私の耳で引っ張る、私の髪は、私のコックは、不安定な足で、私には近くに歩いていた。彼らは不器用な指で私の敏感な鼻を模索し、私はこのすべての静かな忍耐を続けた。私は特にそのタッチの子供について、あなたのようにまれであるため、すべてを追加しました。私は子供を守るために準備ができては、必要であれば私の人生としています。私は彼女のベッドにスリップする準備ができて彼らの懸念や夢に耳を傾けていた。彼らと前方の車の音が私たちの私道になってに耳を傾ける。 
  
昔、ペットを飼っていた場合に、私たちはあなたを聞くと、あなたはあなたのポケットから写真の行ったと言ったので愛する私に。ここ数年はあなただけ裸"はい"と答えるには、与えたし、件名を変更するテストします。私は"あなたのビロードの足"と今の"ただの猫"に使用されます。 
  
次に、あなたが他の都市で新たなキャリア機会を得た。あなたとあなたの家族はアパートに、ペットの許されなかった移動。男はまだ、余分なあなたを伝えてあなたはためらうことなく署名した。両方。 
  
あなたはあなたとあなたの家族のために正しいと判断を見つけなければならない。がかつて私は、あなたの家族だった。 
  
子供たちが乗っていたので、ドライブが楽しかったです。私は私たちが到着した気づき、楽しみが終わった。これは、犬の匂いと自分の種類に応じて、恐怖の、絶望と消毒します。 
  
あなたが書類を記入して、あなたは、あなたが私のために良い家を見つけると知っていると述べた。机の後ろに2人の女性が肩をすくめて、あなたに不思議に見えた。彼らは猫の現実を理解して15に直面した。 
  
あなたは彼女は叫んだながら、"いや、いや、まあ私は私の猫を取る叫んだ私の毛から解決する必要があります娘の指があった！" 
あなたは友情のこの瞬間、責任と忠誠心で彼女に何かを与えたいと思ったどうやっても疑問に思いました。 
あなたに私の頭の上に、チップの試験光をさよなら可能な限り、私の目を見て、それを避け、丁寧に、私の犬舎の横に、もう一度かかる開くことを拒否した。 
あなたは、今も1つが重要な期限を満たす必要があった。 
  
まもなくあなたが去った後、"1つの素敵な女性の場合は、確かにヶ月移動前に、知っているだろうので時間を"私のために"良い場所を見つけるにされていると述べた。彼らは頭を落ち込んで握手求め静か："どうしてあなたは？" 
  
女性たちに自分を捧げてそれが彼女の時間を許可するたび。 
我々は良いと豊富な食事を得たが、私は多くの日の私の食欲を失った。私は常に、あなたが戻ってきた期待最初は、私がここにrausholenだろう。それは悪い夢と希望を覚ますと、私と.....あなたの家....でしかし、あなたは来なかった。 
  
そして、いつの誰かが"私の"調停の部屋がで行き、私は足が任意の列で物乞いを押す。誰もだった私を好きですか？ 
誰も私は感謝と入札の忠誠心を、すべての私の愛を与えるか？ 
  
真実は、私はかわいいかわいい子猫と競合することができなかった。に関係なく、すべてのを忘れたが見落とし、私は隅に、もはや立って撤退した。 
  
ある日、午後には、私は足音を聞いた。彼らは、私を拾ったの部屋になった長い廊下を介して私を運んだ。それは至福の、静かな部屋でした。女性がテーブルの上に、そっと私の頭の上をなで下に置くと、私は私をしてはいけないと言った。私の心は期待が、次に何が起こるか来ていっぱいだった。同時に、私は離脱感があった。私には、愛の囚人は1日に出かけた。 
  
私は、自分よりもっと素敵な女性について心配していた、私は彼女がトン重負担に気づいた。彼女の頬を転がり落ちた涙と彼女は少し簡単に、私の前肢タイ。私は彼女の手に頭を押され、と私はいつもあなたと、私の愛を示すために行っていた。私は私のhineinfloss冷たい液体わずか痛みを感じた。 
私は眠い、伸ばし、女性の好意的な目でそれを見て、つぶやいた："どうしてあなたは？" 
  
彼女は言ったので、："ごめんねおそらく彼女は、私のソフトニャーを理解して！"彼女は私を抱きしめ急いでそれが彼らの仕事を私に私が無視されていないままと収集をより良い場所を取得すると説明した。私は、愛と光なので、地球上の異なる場所を私に非はない場所です。最後のエネルギーの火花私と、私は目を開いて投げ、彼女は熱心に、彼女のようにそれを指示すると見て、私の"どのようにあなたが"彼女に向けていなかったことができます。 
私はあなたの、私の愛する男と思った。 
私はいつもあなたの考えて、あなたのを待ちます。 
私の最後の息が私の願いは、あなたの人生あなたには、常にこの忠誠心をwiederfährtです。 
  
著者のいくつかの単語： 
  
時"どのようにあなたの目になりうること"涙が漂着、それはあなたに私はこれを書いたときにちょうど私が好き起こった。誰がこの物語を渡す限り、それは非営利目的が許可されます。説明は、一般には、決定はペットを、家族に、生活のためのキーを統合するなどすると、その動物が私たちの愛と私たちの尊敬に値する。 
  
ジムウィリス 
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